
「第 58 回修習技術者支援セミナー（高知）」 報告 
R7.10.18 

 

令和 7 年 10 月 18 日（土）に株式会社第一コン

サルタンツ 研修棟内タイガーホールにおいて、

第 58 回修習技術者支援セミナー(高知)を行った。 

セミナーの参加者は、15 名（会員 5 名、非会員

9 名、一般 1 名）であった。 

 

〈四国本部活動紹介〉 

発表者：修習技術者支援委員   松本直 氏 

松 本氏 から

(公社)日本技術

士会四国本部の

紹介として、四

国本部の組織概

要やビジョン・

強み、事業方針

の他、各委員会

の活動概要について説明があった。 

 

〈青年技術士交流委員の活動〉 

発表者：青年技術士交流委員会 委員長 

西村紘寛 氏 

西村氏から自

身の技術士とし

ての活動内容や

四国本部での青

年技術士交流委

員会の活動状況

について説明が

あった。 

 

〈講和：技術士試験と修習のあり方について〉 

発表者：修習技術者支援委員  佐川徳和 氏 

佐 川氏 から

「技術士試験と

修習のあり方に

ついて」と題し

て、技術士制度

と修習課題と求

められる資質能

力について発表

があった。 

今年 6 月に改訂された「修習技術者のための修

習ガイドブック 第 3.1 版」を基に、3 つの基本修

習課題とそれぞれに求められる資質能力について

解説を行った。 

また、修習のあり方として、佐川氏の実践して

いる具体的な修習事例の説明があった。修習事例

は、3 つの基本修習課題に対する自己分析に基づ

きそれぞれの問題点とその対策が整理されていた。 

 

〈修習事例発表：自然環境と都市インフラの共生

を目指して～事業再開に向けた取組～〉 

発表者：(株）第一コンサルタンツ 矢野川稔 氏 

(株)第一コン

サルタンツの矢

野川氏から「自

然環境と都市の

インフラ共生を

目指して」と題

して、修習事例

発表があった。 

都市計画道路はりまや町一宮線は、H7 年度に

事業化され、工事が進んでいたが、希少動植物の

調査のため、一部区間の事業が中断されていた。 

発表内容は、この工事中断区間について、工事

再開に向けパブリックコメントを実施し、課題抽

出とその解決策の提案、その評価を整理したもの

会場の様子 

松本氏の発表 

西村氏の発表 

佐川氏の発表 

矢野川氏の発表 



であった。 

第 1 回パブリックコメントでは、反対意見が多

数を占め、多くの意見が寄せられた。これらより、

課題を「道路・交通」、「まちづくり」、「歴史・文

化」、「希少動植物」に区分した。 

これらの課題解決策は、道路と環境の共生に向

けて、「道路・交通」と「希少動植物」の共存方法

の提案を行った。また、「歴史・文化」は「歴史あ

る石積の維持」、「まちづくり」は「地域の歴史に

触れる」といった各分野の意見をできる限り活か

した計画を行った。 

この計画を基に第 2 回パブリックコメントを実

施した結果、反対多数が賛成多数に変化し、協議

会委員の賛成を得ることができ、事業再開となっ

た。 

この事業区間は、高知県中心部の交通量の多い

区間であり、県民の関心度の高い事業であったが、

発表のあった取組みの結果、事業再開・整備完了

となったことが理解できる発表内容であった。 

 

〈実践練習：業務事例からコンピテンシーを理解す

る〉 

発表者：修習技術者支援委員会  

副委員長  横山成郎 氏 

修習技術者支

援委員会の横山

副委員長から

「業務事例から

コンピテンシー

を理解する」と

題して、発表が

あった。 

(株)第一コンサルタンツの片山直道氏が過去に

発表した修習事例を題材として、技術士に求めら

れる基本修習課題と資質能力の観点から解説を行

った。 

「業務遂行能力」の中で、問題分析、解決策の

デザインと立案、エンジニアリング活動のマネジ

メント、コミュニケーションと協働、リーダーシ

ップについて、それぞれの求められるコンピテン

シーを詳しく説明し、それらが修習事例において

どのように整理されているか一つ一つの確認と解

説が行われた。 

このように具体事例と対比してコンピテンシー

を解説する発表は、あまりなかったので、非常に

有意義な発表であったと思う。 

 

【アンケート結果】 

本セミナーのアンケート結果は、別途添付する

アンケート集計結果のとおりである。アンケート

は 15 名の提出あり、回収率は 100%であった。 

参加者は高知県が 100%、技術部門は建設部門

が 93%、年齢構成は 20 代 40%、30 代 20%、40

代 20%であった。また、セミナーへの初めての参

加の方が 53%であった。 

セミナーの感想は、どの発表に対しても「分か

りやすかった」、「大変参考になった」といった意

見が多数を占めていた。 

しかし、セミナー参加者は 15 名と少なかった

ため、今後は、セミナーの周知を広く行うことや

参加者に興味を持ってもらえるセミナーとなるよ

う内容を充実させていくことが大切であると感じ

た。 

そのためには、アンケート結果において、『「技

術士に求まられる資質能力について、不足してい

ると思われるもの」として、回答の多かった「専

門知識の理解と応用」、「問題分析」、「評価」、「リ

ーダーシップ」の項目に着目した発表を行うなど

の工夫を行っていきたい。 

－以上－ 

横山氏の発表 
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